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It has been considered that the effect of submerged application with chemical granulars 
against plant-and leafhoppers is due to the l thal action caused by the sucked juice in which 
translocated insecticides are involved. Therefore, various granular insecticides were tested on 
their systemic actions. In the application level of 3kg per10a, PHC granular (against the small 
brown planthopper), PHC, MIPC and NAC granulars (against the green leafhopper) showed a 
systemic lethal function in the adult insects. This effect was only shown in low mortality and was 
noticed from the third day after application. Although diazinon and disulfoton have shown a 

good controling effect in practice, both insecticides showed no systemic lethal function in the 
application level of 43kg per10a. On the other hand, the results of experiment concerned with 
the fumigative lethal function in the leaf-and planthoppers showed high fumigative lethal 
effects in any granular tried in this test, especially diazinon and disulfoton. Supposing from 
the results of these experiments, the main effect of submerged chemical application in the paddy 
field is not only due to their killing effect on adult leafhopper which sucked the insecticide-
containing juice of rice plant, but also due to the lethal action caused by the gas evaporated 
from water surface in the paddy field.

緒 言

縞葉枯病,黒 す じ萎縮 病 の媒介昆虫 である ヒメ トビウ

ンカLaodelphax striatellus FALLENは そ の第2回 成虫が

周辺 の麦畑,雑 草 地か ら本田のイ ネに移 住,定 着す る。

移住最盛期 は関東地方で平年6月 中 ・下 旬である。 この

最 初の移住 にひき続いて,7月 以降 も雑 草地 か らの飛び

込み があるため,上 記のイネ ウイ ルス病 の媒 介を防止す

るた めには,か な り長期にわた り,か つ,完 全な防除手

段 が必要 とな る。

ツマ グロヨ コバ イNephotettix cincticeps UHLERは イネ

萎縮病 の媒介昆 虫であるに とどまらず,出 穂 開花期 の異

常多発 に よる直接 的な吸汁加害 も見過 ごせ ない。8月 の

異常多発期 にはマ ラソン剤そ の他 の速効薬剤 の散布 が慣

行 とな ってい るが,密 度低 下の期間が短か く,直 ちに復

元す る現象がみ られ るため,長 期間にわ たって生 息密 度

を抑圧す る防 除の手段が切望 され ている。

ヒメ トビウンカ,ツ マグ ロヨ コバイの水 田内の密度を

長期間 にわた って抑圧 す るためには,そ のほ場 に現存す

る個体 を殺滅す るのみでな く,次 い でふ化す る幼 虫お よ

び周辺か らの飛 び込み成虫を長期間 にわ たって直 ちに殺

す ことが必要 である。省力的 な,薬 剤 の水面施用 の利用

場面で は,(1)稲 体を吸汁 した個体を必然的 に死亡 せ しめ

る。 つ ま り,吸 汁食毒 作用 の強い薬剤 の適用が よ いの

か,ま た,(2)接 触毒 性あるいは蒸散 ガスに よる殺虫性 の

強い薬剤が適 当であるのかが重要な出発点 となろ う。

そ こで,初 年度 の1966年 では(1)に関 して吸汁殺虫作用

の検定を行 なった ところ,こ の作用 に よって殺虫す ると
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考 え られ ていた各種の水面施用剤 は意外 に作用 性が乏 し

く,わ ず かにPHC粒 剤(商 品名,サ ンサイ ド粒剤)を 選

出する ことがで きた。 しか し,本 剤 を適用 した1967年 の

ほ場試験 ではその 日的 を達成す る ことが で きなか った。

1967年 では(2)の,薬 剤 よ り蒸散す るガスの殺 虫性に関 し

て室内実験 を行 ない,そ の結果か ら判断 して,各 種 の水

面 施用 剤に よるウンカ類 の殺虫 はガス作用に負 うところ

が 多い と考え られた。 さ ら に,1968年 のほ場実験 の結

果,野 外におい ても薬剤か ら蒸散 したガスが防除の主体

である ことを確認 した ので,こ こに1967年 まで の経過

を報告 してお くことにす る。 また,1968年 以降に行 な う

ガス効果の確認試験お よび ガス効果 を発揮 させ る別 の形

の施用方 法 とそ の効果に関 しては稿 を改 ためて報告す る

予定であ る。

吸 汁 に よ る殺 虫 効 果

1. 水耕液栽培稲 による吸 汁毒性 の検定

試験 方法:第5葉 抽 出の稲苗 を,直径2cm,長 さ10cm

のガ ラス管に よって7日 間水耕液 で栽培 すれば,新 根が

1～2cm伸 長す る。 この とき,各 殺虫剤 の希釈 液を水耕

液 に滴下 して所 定濃度 とす ると同時 に,ほ 場 か ら採集 し

た ツマ グロヨコバイ の雌成虫 をこのイネに放飼 した。24

時間お よび48時 間後に死虫を数え,こ れ を吸汁 に よって

死亡 した もの とみな した。供試虫 の放飼 は,小 型 飼育び

ん(第1図 参 照)に 稲苗を とお し,綿 栓 に より外気 と遮

断 し,び ん内に成虫5頭 を入れ る方法に よった。

結果:根 部か ら殺 虫成分を吸い上 げやす い本実験方 法

では,供 試 した殺 虫剤のいずれ もツマグ ロヨコバイを致

死 せ しめた。供 試薬 剤の うち,PHC, MPMC(メ ォバ

ール粒剤)は 高い食 毒作用を示 し,水 耕液 の殺虫剤有 効

成分濃 度が15ppm以 上 であれば24時 間後に100%の 死 虫

率 が得 られ た。NAC(デ ナポ ン粒剤)で は150ppmで24

時間後 に90%,48時 間後には100%の 死虫率 となった。

一方,ダ イア ジノン粒 剤は食 毒作用が弱 く,1,200ppm

の高濃度 で も24時 間後に70%,48時 間後に90%の 死虫率

を示す にす ぎなか った。

以上 の実験結果 か ら,水 耕栽培 とい う条 件であれば,

ッマグ ロヨコバイは根か ら吸収 された稲体組織 中の殺 虫

成分を吸汁す る ことに より死亡す るとい う事実 を明 らか

にす るこ とが で きた。

2. ポ ッ ト栽培稲 における吸汁毒性の検定

試験方法:1/2,000aの ポ ッ トに栽植 され たイ ネの第

5葉 抽 出期,な らび に出穂 期に,粒 剤の所定量 を手 まき

と し,水 深 を2～3cmに 維持 した。 第5葉 期のイ ネでは

稲体上半部 を,出 穂期 では穂部 を含 めた穂首 部を,第1

図の よ うに ガラス製飼育 びん内に収めて支柱 で 固 定 し

第1図 ヒメトビウンカの飼育びん。

た。 このびん 内に10頭 の供試虫 を所定時 間放 飼 し死 虫数

を数えて これを吸汁に よる死亡虫 とみ な した。 ヒメ トビ

ウンカは25℃ の定温室で増殖 した ものを,ツ マ グロヨ

コバイはほ場か ら採集 した成虫 を供試 した。 なお,第1

図に示 し た飼育びんは径7cmの 球状部 の上下 に栓状 の

開 口部を もち,び ん 内に稲体を とお して開口部 に綿栓 を

して外気を遮断す るよ うに なってい る。び ん内の底部 に

乾燥剤 として1g程 度 のシ リカゲルを敷 き,ガ ラス 内壁

へ の結 露を防いだ。

結果:ヒ メ トビウ ンカに対す る 食毒作用-1/2,000a

ポッ トに よる予備実験 では10a当 た り3kg(1ポ ッ ト

第2図 吸判毒 性 による ヒメ トビウンカの死亡率。
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第1表 第5葉 期 のポ ッ ト栽培稲 におけ るヒメビウンカの食毒 による死虫率(3ポ ッ ト,30頭 の平均)

当た り0.15g)の 粒剤施用が食毒 の効果 を発現せ しめ る

ことを知 った。 また,水 面施用後3日 間はあ ま り有効 に

食毒作用 は働か ないが,施 用 後6日 間継続 して吸汁 させ

る と,PHC,ダ イ アジノ ン,BHC・NAC(ド ルナ ック

粒剤)の 処 理は有効 のよ うであった。処 理7日 目におけ

る24時 間の吸汁ではPHCが もっ とも高い死虫率を示 し

た ことは第2図 の とお りであ る。

そ こで,食 毒効果 の発現期間,薬 剤 の処理量 と効果 の

関係 をみ るため,主 としてPHC粒 剤について,第5葉

期 のイネお よび出穂 期のイネを用い て実験 したが,前 者

は第1表,後 者 は第3図 にそ の結果 を示 した。

第1表 で明 らかな よ うに,エ チルチオ メ トンA(ダ イ

シス トン粒 剤),ダ イ アジノ ン,MPMC, BHC・NACの

水面施用では ヒメ トビウンカに24時 間吸汁 させて も殺虫

効果はほ とん ど認 め られ ない。 それに対 してPHCの み

は3～4kg/10aの 施用 で ヒメ トビウンカが吸汁に よって

第3図 PHG粒 剤の水面施用後 におけ る吸汁毒 性 の

発現 消長。実線 は9kg/10a,点 線 は3kg/10a

処理 を示 す。

明 らか に死亡 した。30%以 上 の死虫率 を示 す期 間は3kg/

10aの 区で処理後5日 か ら13日,4kg/10aで5日 か ら21

日であ り,と くに後者 では7日 目か ら13日 目まで70%以

上 の高 い死亡率 がえ られた。

出穂期 におけ る 処理 効果は第3図 のとお りで,PHC

3kg/10aで はあ ま り効果が な く,処 理9日 目にわず か30

%の 死虫率 であ ったが,9kg/10a施 用 では明 らか に高 い

死虫率が み られ た。 つ ま り,処 理後4日 間はほ とん ど効

果が発現 しないけれ ども5日 目よ り70%以 上 の高い死亡

率 を示 し,そ の後ほぼ1週 間 は高 い死亡 率が継続 し,処

理 後15日 で もなお40%の 死亡率 を保持 した。

また,PHCの 吸汁食毒作用 に関 してはイネ のけ っ子

第2表 ツマグロヨコバイ雌成虫の放飼48時間後における

食毒による死虫率(3ポ ット,30頭の平均)

注)1/2,000aポ ッ ト栽植 の出穂期 の イネを供試,無 処理の

死虫率 は0～5%の 範囲。
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別に よる効果 の差 は認 め られず ほぼ同 じ程度に発現 し,

イネ の下部,中 部,穂 部 とい った吸汁部位 の差 に よる殺

虫率 の差 は認 め られ なか った。 さらに,観 察 に よれ ば吸

汁に よる殺虫作用 が最高に達 した期間 では,放 飼後1～

2時 間 で全数 が落下抑転 して速効的 であ り,雄 が雌 よ り

も早 く落下 した。

ツマ グロヨコバイに対す る殺虫作用-本 種雌成虫に

対 する食毒 作用 の検定結果 は第2表 に示 した とお りで あ

る。 それに よればPHC, MIPC(ミ プシ ン粒剤),NAC

には食毒作用が認め られ,そ の うち,前 二者にお いては

そ の作用 はか な り強 い。 しか しダイ アジノ ン,エ チルチ

オメ トンA, BHC, MTMC(ツ マサイ ド粒剤)に つ いて

は食毒作用 を認 める ことがで きなか った。

3. ほ場におけ る効果検 定

試験方法:1966年 に は出穂初 めが8月20日 のマ ン リョ

ウ種の栽植 されたほ場におい て,穂 ぞ ろい期 に該当す る

9月6日 に各種粒剤 の所定量 を水面 に手 まきした。水面

施用 に よる効果 の発現経過 を知 るために,各 区 のイ ネの

株 間水面に底面積10×15cmの ポ リエチ レン製 小箱を1

区につ き16個(合 計0.24m2)ず つ ランダムに浮かべ,こ

の箱に落下 して くる ウンカ ・ヨコバイ類,ク モ類を毎 日

調べた。 また,水 面施用 の10日 後に,捕 虫網10回 ぶ りの

す くい取 りに よって,各 区に残 存す る虫数密度を調べ た。

結果:1966年 秋季 の ツマ グロヨコパイに対す る実験結

果 は第3表 の とお りであ る。それに よると,PHC粒 剤

区 では処理後1日 目にかな りの死虫数がみ られ た。す な

わ ち,マ ラソン粉剤に よる処理1日 後に おけ る ツマ グロ

ヨコバイ成 ・幼虫合計 の落下数 は調査期間 中の全落下数

の85%に 達 するのは当然 と しても,PHC粒 剤 の水面施

用 におい ても9kg/10a区 で50%, 3kg/10a区 で35%程

度に及ぶ落下虫が最初 の1日 間 に認 め られた。 この初 日

の殺虫機構は,ポ ッ ト試験 による食毒 作用 の実験結果か

ら考えて,稲 体を経 由す る食毒作用 ではな く 直接 接 触

か,ま た は粒剤 よ り発散 するガスに よるもの と推定 され

よ う。 また,MPMC粒 剤 はPHC粒 剤 よ り落下数は少

な く効果 の発現 速度は明 らかでは ないが,処 理1日 後 の

落下数は9kg/10a区 で全落下数 の約半教 に及 ん で い

た。 また,ツ マ グロ ヨコバ イの10日 後 の生 き残 り数 は,

マ ラ ソン粉剤区 よ りPHC粒 剤区におけ る方が少 なか っ

た。 これ は薬剤そ の もに よる効果 の差であ り,PHC区

では食毒作用が ひき続 いて効果 を発揮 したため と考え て

よか ろ う。

さ らに,水 面施 用に よって クモ類がか な り落下 して死

亡 して しまうことは第3表 に示 した とお りであ る。

第3表 ツマグロヨコバイ,ク モ類 に対 す る水面施用剤のほ場 におけ る効果(9月16日 登熟期の処理)

注)ツ マ グロヨコバ イ落下虫数 の数値 は成 虫を,括 弧 内の数値 は幼虫 を示す。
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第4図 ヒメ トビウンカ雌成虫 に対 す る各種殺虫剤

の ガス効果(濃 度別処理別 の比較)。

蒸 散 ガ ス に よる殺 虫 効 果

1. ヒメ トビウンカに対 する蒸散ガスの殺虫性

検定方法:粒 剤か ら蒸散 す るガス のみ による殺 虫力を

知 るため に,箱 内に供 試虫 と薬剤 とを隔離 して設 置 し,

密閉す る方法 を とった。透 明 ア ク リ ル樹脂製 の飼 育箱

(30×30×30cm)内 の一隅に置 いた直径9cmの シ ャー

レに芽 出 しイネを入れ,こ れに ヒメ ト ビ ウ ン カを放 飼

し,こ れ と対角 の一 隅に所 定の粒剤を収容 した別 のシ ャ

ー レを置 いた。 この飼育箱は25℃ の定温室に24時 間経

過 させた後開封 して,雌 成 虫,雄 成虫,幼 虫別 に生 ・死

虫数を数えた。供試虫 には,累 代 飼育虫 の羽化7日 以 内

の成虫か あるい は老熟 幼虫を用い,1飼 育箱 当た り成 ・

幼虫合計50～150頭 を供試 した。

薬 剤は,0.001gか ら5gま で の範囲 の所定 量を 自動

天秤 に より秤量 し,シ ャー レに移 した ものを乾 燥区,こ

れ に水50mlを 加えた ものを水面施用区 とした。

結果:実 験結果 の一部 は第4図 に示 したが,粒 剤か ら

蒸散す るガスは ヒメ トビウ ンカ成 ・幼虫 を殺 す作用 を も

ち,殺 虫力は薬剤の種類 と薬量 に よって異な った。

第4図 に よれ ば ダイ ア ジ ノ ン3%粒 剤 の271の 空 間

当た り0.01gか ら蒸散す るガスは本種雌成 虫 の100%を

殺す作用 を示 したが,他 の供試薬剤 はそ の量 では100%

の殺虫 力は示 さなか った。100%の 殺虫 力を発揮 する こ

とので ぎた薬量 はエチルチ オメ トンAお よびエチルチオ

メ トンB(エ カチ ンTD)の5%粒 剤が0.1g, MPMC 6

%粒 剤が1gで,MTMC4%, PHC5%, BHC6%, 

MIPC4%の 各粒 剤は1gで も100%の 殺 虫力を うる こと

はで きなか った。 また供 試薬量 の減少に伴 って殺虫率 は

逓減す るが,そ の減少幅は薬剤 の種類に よって異 な り,

そ の1隔がぎわ だ って大 きい も の はMTMC, MPMC, 

MIPCで あ った。 また,水 面施用 区の殺虫力をみ ると,

それぞれの薬剤 とも乾燥区 よ りも劣 り,と くにMTMC, 

PHCは0.01g/271で 著 しく殺 虫力が低下す るが,他 剤

はおおむね乾燥 区 と平行 して高い殺虫率を示 し,粒 剤が

水底に沈積 した ときでさえ も水面 よ りガスを発散 させ た

もの と考え られ る。

さらに,各 薬剤 の蒸散 ガスに よる殺 虫力を比較す るた

めに同様の方法に よ り,薬 量 を適 当に選 定 して実験を行

ない,271当 た りのLD50, LD95を 求めた。 そ の結果

第4表 ヒメ トビウンカに対す るガス作用 の検 定,log薬 量-死 虫率 プ ロピッ ト回帰直線式

注)Xは 密閉空間271当 た り成分 量(mg)の 対 数,Yは25℃ で24時 間経過 後の死虫率 プロビ ット。
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第5図 ヒメ トビウンカに対する蒸散ガスの殺虫濃度。

黒丸はLD50,白 丸はLD95を 示す。

は第4表 お よび第5図 の とお りであ る。 まず第4表 に よ

れば各薬剤 とも前実験 と同様水面施用区 よ りも乾 燥区の

方が低 いLD50値 を示 し,ま た各薬剤 とも殺虫効 力は雄

よ りも雌 に対 して低 い ことがわか る。 また第5図 は成 ・

幼 虫の合計値 に対 す る概 算値を示 したものであるが,乾

燥 区でみ る と,成 ・幼虫に対す るダイアジノ ン,エ チル

チオメ トンAのLD50値 はそ の有効成分量 で0.05mg以

下 であって,ガ スに よる殺虫 力が ぎわ めて強 く,LD95

は ダイア ジノソで0.2mg,エ チ ルチ オメ ト ンAが0.4

mg,エ チルチ オ メ トンBが1.0mgで あ り,こ れ ら3

種 の薬剤 が他剤 と比較 して格段に強 いガス作 用 を 示 し

た。水面施用 区の値 も,乾 燥区 よ り若干数値 は高 くな る

けれ ども,こ れ ら3種 の薬 剤は他剤に比べ て強 いガス効

果が認 め られ た。

2. ツマゲ ロヨコバイに対す る蒸散ガ スの殺 虫性

検定方法:検 定方法 は ヒメ トビウンカの場合 と全 く同

様 であ る。 ただ供試 虫は室内で の累代飼育 の も の で な

く,12月 中句 にほ場 よ り採集 した3～4令 幼虫 を25℃

の定温室 で芽 出 しイネを与えて飼育 し,羽 化 を待 って用

いた。

結果:271当 た り0.1gの 粒剤 よ り蒸散 した ガスの ツ

マ グロヨ コバ イ雌成 虫に対 す る殺 虫効果は第6図 に示 し

た とお りであ る。 これ に よれ ば蒸散 ガスに よる ツマ グロ

ヨコバイ の殺虫力は十分に認 め られ るけれ ど も,か な り

低率であ って,わ ずか に ダイ アジノン3%粒 剤 とMIPC

4%粒 剤 のみが60%の 死虫率 を示 したが,他 剤は いずれ

も40%以 下であ り,エ チルチオ メ トンBとBHC粒 剤 と

はほ とん ど殺虫性が認 め られ ない程度であ った。水面施

用区で もガスに よる殺 虫性 は認め られ るが,乾 燥 区よ り

もかな り低率 とな りダイア ジノン粒剤が40%,MIPC粒

剤が30%,他 剤 はさ らに低 下 して20%以 下 の殺虫率 とな

った。

第6図 ツマグロヨコバイとヒメ トビウンカの雌成 虫
に対するガス効果の比較。 白丸はヒメトビウンカ

乾燥区9.1g/271,黒 丸実線はツマグロヨコバイ乾

燥区0.1g/271,黒 丸点線はツマグロヨコバイ水面
施用区0.1g/271。

また,第6図 に示 した よ うに,薬 剤 よ り蒸散 するガス

の本種 に対 す る殺虫力は ヒメ トビウンカに対す るよ りも

きわめて低 い ことと,前 者に有効に作用 した薬 剤が必 ら

ず しも後者 に対 しては有効で な く,両 種害虫 に共 通 して

薬剤 のガス作用 が有効に働 らくものと しては,供 試薬 剤

中ただ ダイ アジノンのみ であった。

さ らに,ガ スに よる殺虫力が強 く作用す るのは,雄 成

虫 である ことは ヒメ トビウ ンカの場合 と同様であ った。

考 察

薬 剤を水面施用すれば,イ ネがそ の殺 虫成分を吸い上

げ,稲 体組織に移行す る とい う事実 は,福 田 ・升 田(1961)

升 田 ・福 田,(1961, 1962),石 井 ・平野(1962)お よび平野

(1967)が アイ ソ トープを利用 した実験 に よってすでに証

明 してお り,論 議 の余地 はない。そ のため,稲 体に移行

した殺 虫成分が ウ ンカ ・ヨコバ イ類 に対 して殺 虫性を発

揮す る ことも当然考え られ る し,実 験 的に も確認 されて

いる。著 者 らの実験に よっても,イ ネを水耕液 で栽 培 し

て液 中に殺 虫剤を投下 した場合,そ の稲苗 を吸汁 した ツ

マグ ロヨコバイは確かに高い死亡率を示 した。

ところが,イ ネを ポ ッ トに土壤栽培 して,そ の水面 に

薬剤を投下 した実験 結果に よると,吸 汁 による死亡率 は

二,三 の薬剤 をのぞ ぎ,き わめて低率で あるこ とが確認

され た。

ポ ッ ト栽培 とい う特殊条件のために,稲 体 に薬剤 の殺

虫成分が十分 に移行 しない ことも推測 され る。そ こで,

ほ場 での実験 を行な った結果,吸 汁殺 虫性 の強 いPHC

粒剤 の6, 9, 12kg/10a施 用 の各区 とも処 理後7～8日 ま

での放飼24時 間死亡 率は50%以 下であ り,ポ ッ ト試験 の
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第5表 ガス作用のみに よる ヒメ トビウンカ防除に必要 な10a当 た り薬 剤量(無 風,25℃ 下)

場合 よ りもさらに殺 虫率は低下 した(未発表)。

これ らの実験 か らウンカ ・ヨコバ イ類 の殺 虫効果は,

従来一般 に考 え られ てい るよ うに稲体 に移 行 した殺 虫成

分 に よる ものか ど うか疑わ ざるを得 な くな った。

根部 よ りもむ しろ水浸部 の葉鞘か ら薬剤 が浸透移行す

ることに よって死亡 した とい う浅 野 ・橋 爪(1966)の 実

験 は蒸散 ガスを遮断 した こ とに よる効果 を誤 って判断 し

た ものの よ うであ る。 また,橋 爪 ・榎 田(1967)や そ の

他多 くの研究者に よって行 なわれ た葉 鞘切 り取 りに よる

水面施 用剤 の効果判定 も,吸 汁 に よる殺 虫力を検討 した

ことにはな らない であろ う。つ ま り葉鞘表面に,蒸 散 ガ

スが再結晶 して付着 している ことも考え られ る し,ま た

葉鞘か ら再放 出された有効成分 のガスが試験管 内に充満

し,そ れに よって死亡す る可 能性 もあ るか らで ある。 し

か し,こ の検定方法 によれ ば概 して高い死亡率 を示 さな

い場合が多 い。 さ らに,浸 透 移行に よる効果を発揮 した

実験例 も多 いが,い ずれ も実用 の量をは るか に超 えた10

～20kg/10aの 多量施用に限 られ ている。

有機 リン剤 では,稲 体内で酸化 され て代謝物質 を生 成

す る場合が多 く,こ の物質 の殺虫性が薬剤 の種 類に よっ

て異 なる ことも推定 され る。一例 と して ダイア ジノンに

つ いてみれ ぼ,植 物体内に浸透 した ダイア ジノンは酸化

され て ダイア ゾクソンとな り,さ らに生物活 性の高い モ

ノチオテ ップが生成 され,ま た,テ ップあ るいは ジチオ

テ ップが生成 され,そ の後 いずれ は加水 分解 に よって消

失 する といわれ る。 したが って,テ ップを吸汁 した ウ ン

カ類は死亡す るはず であるが,福 田(私 信)は 吸汁 した

ツマグロ ヨコバ イ1頭 につ き0.004γ の ダイアジノ ンを

検 出 したが,た だ し,こ の場合 の死虫率は10%以 下にす

ぎなか った とい う。

稲体に浸透移行 した薬剤 を吸汁 す ることに よって死亡

した と考 え られ るPHCに 関 して も,放 飼後吸汁 しない

で1～2時 間に落下死亡 した観察例か ら推定 して,飼 育

び ん内に稲体か ら放出 された ガスの充満 に よる とも考え

られ,実 際 に吸汁に よるものか どうか疑 わ しい。 また,

ほ場 試験 の結果(第3表)か らみて も,吸 汁以外 の原因

が殺 虫の主体をな してい るもの と考えざ るを得ない。

さて,ウ ンカ ・ヨコバイ類 の防除に使 用 されてい る農

薬 は,対 象害虫に対す る接触作用,食 毒作用,ガ ス作用

のいずれか,ま たは これ らの総 合に よって殺 虫す るもの

と考え てよい。粒剤 の水面施 用では,直 接虫体に薬剤が

接 触す ることは少な く,し たが って殺虫主体は食毒に よ

るもの と従来考 え られ ていたが,本 実験か ら,蒸 散す る

ガスに よるといわ ざるを得 ない。 また,ガ ス作用に よる

効果は ヒメ トビウンカに対 して強 く働 き,ツ マグ ロヨコ

バイに対 しては低 下する こと,ま た,有 機 リン剤が前者

に強 く,カ ーバ メイ ト系殺 虫剤は後者に強 く働 くことな

どの事実 は,従 来 の防除試験,虫 体散布試験 の結果 と一

致 して お りこの点か らも殺虫作用 の主因が ガスによる こ

とを指 向 している もの と考え る。

岡本 ら(1966),井 上(1968)も また,ポ ッ ト試験 では

ガス作用 の有 効な ことを 明 らかにす る ことはで きなか っ

たが,広 いほ場の施用では ガスの充満 に よって十 分に有

効 である とし,ダ イ アジノ ン含有 の油剤 に よるほ場での

殺 虫性 はガス作用に よると している。

い ま,室 内試 験の結果か ら,無 風,気 温25℃ の 条

件下 で水面 よ り30cmま での閉鎖空 間に生 息す るヒメ ト

ビウンカの成 ・幼虫に対す る蒸散 ガスに よる 防 除 の10

a当 た り所 要薬剤量を試算すれば 第5表 の と お りで あ

る。

これに よれば,乾 燥状態 で粒剤 を施用 す るときは,10a

当た り40gの ダイ アジノン粒剤を処理すれば ガス作用 に

よ り全虫数 の95%を 殺す ことにな り,慣 行施用量 の1/40

で足 りる計算 になる。 水面施用の状態では110gを 必要
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とす る計算にな るが,そ れ でもなお慣 行の1/30量 にす ぎ

ない。 またエ チルチオ メ トンAお よびBも3kg/10a以

下の施用量で殺虫が可能 である。

さらに,こ のガス作用 に よる殺 虫効果は乾燥状態 の施

用で高 く,水 面施用 に よって逓 減す る現象が各薬剤 に共

通 な現象 と して認 め られ る。 この減少率が異常 に高 い

MPMC, MTMCな どは,水 面施用剤 と しては適 当でな

く,接 触 あるいはガス作用 を十分に発揮 させる ような別

の形 の施用法 が考案 され るべ きであ ろ う。

摘 要

本編では,ツ マグロヨコバ イ とヒメ トビウンカに対す

る水面施用の防除効果につ いて,そ の効果 の原因を解析

するために行 なった実験 の結果 を報告 し,薬 剤 の浸透移

行 よ りも薬剤か ら蒸散す るガス作用 が防除効果 の主 因で

あ ろ うと論 じた。

1) 吸汁毒性 のみ による ヒメ トビウンカ成虫 の致死効

果 を知 る実験 では,各 種粒剤 の うち,PHC粒 剤が3kg/

10aで 効果 を示 し,他 の粒剤 は全 く効果 を示 さ な か っ

た。 ツマグ ロヨコバイに対 しては,PHC, MIPC, NAC

がわずか に効果 を示 した。

2) これ らの薬 剤の吸汁毒性に よる致死作用 は施用後

4日 目か ら発現 し,3日 目までは全 く効果 を示 さなか っ

た。 しか し,ほ 場で水面施用を行 ない落下す る虫数 を調

べ てみる と,施 用後1日 目にほ と ん ど が落 下 して死亡

し,吸 汁 に よる効果 とは考え られ なか った。

3) 密 閉 した箱 内におけ る粒剤 か ら発散す るガスに よ

る殺 虫率をみ ると,ヒ メ トビウンカに対 して ダイ アジノ

ン,エ チルチ オメ トンは ガスによる きわめて高い殺虫作

用を もち,他 の薬剤 もか な りのガス殺 虫力を もつ ことが

明 らか とな った。 ツマ グロヨコバイに対 しては ダイアジ

ノ ン,MIPCは ガスに よる強 い殺 虫力を示 したが,各

粒 剤 と も一 般 的 に は ヒメ トビ ウ ン カよ りガ ス の殺 虫 力 は

弱 い。 また,両 種 に 対 して水 面 施 用 の状 態 で あ って も ガ

ス に よ る殺 虫 効 果 は 十 分 に認 め られ た。

4) 広 く水 面 施 用 剤 と して実 用 され て い る ダイ ア ジ ノ

ン,エ チ ル チ オ メ トンに 吸汁 に よる殺 虫 性 が な く,ガ ス

殺 虫 性 が 高 い こ と,吸 汁 に よる殺 虫 性 が 認 め られ たPHC

もほ 場 で は ガ ス作 用 に よ って殺 虫 す る ら しい こ と,現 在

施 行 中 のほ 場 試 験 に よ って ガ ス 作 用 に よ る防 除 効 果 を 認

め た こ と な どか ら,ほ 場 に おけ る水 面 施 用 に よ る防 除 効

果 の主 因 は,水 底 に沈 ん だ 粒 剤 が,水 に 溶 け るか,別 の

経 路 で大 気 中 に ガ ス を 発 散 させ,こ れ に よ っ て ウ ン カ ・

ヨ コバ イ類 を殺 虫 せ しめ る こ とに あ る と考 察 した 。
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